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      フィキサー #１０９ 
   ≪無黄変型ブロックイソシアネート中温（１３０℃以上）架橋剤≫ 
フィキサー #１０９は、当社独自の技術により開発した無黄変型ブロックイソシアネ 

ート架橋剤です。 ブロックイソシアネートタイプの架橋剤は、活性イソシアネート基

がブロック剤で保護されており、通常の状態では安定を保ちますが、加熱処理によって

ブロック剤が解離し、イソシアネート基が再生して硬化、架橋反応します。 
 フィキサー #１０９は、従来の同タイプの架橋剤よりもブロック解離温度が約２０℃ 
低いため、従来のものよりも架橋効果の向上が可能です。 
 
【性 状】  外  観 ： 淡青色水溶液 
       組  成 ： 無黄変型ブロックイソシアネート 
       不揮発分 ： 約２７％ 
       Ｐ  Ｈ ： ７．５～８．５ 
       粘  度 ： 1,000 mPa･s 以下（２５℃） 
       イオン性 ： アニオン 
 
【特 長】  １．メラミン架橋剤や従来のブロックイソシアネート架橋剤のように、

ホルマリンやスズ等を含まないエコタイプです。 
       ２．従来のブロックイソシアネート架橋剤よりも低温（１３０℃以上）

でブロック剤が解離します。 
       ３．熱や光、NOx ガスによる黄変がほとんどありません。 
       ４．一液化が可能でポットライフの問題がありません。 

５．水系樹脂（アクリル・ポリエステル・ウレタン・酢ビ・ラテックス

等）の耐水性，耐熱性、接着性等の向上 
６．ポリビニルアルコール水溶性樹脂の不溶化（添加量５％以上必要） 

【使用方法】 
プリント・コーティングバインダーには １～５％ （１０～５０ｇ／ｋｇ） 
パディング・浸染による撥水加工や顔料染色等には ０.５～１.５％ （５～１５ｇ／

L） 
＊樹脂の種類や固形量、用途により調整して下さい。 

   
架橋効果を発揮するには、１３０℃以上の熱処理が必要です。 

＊実温誤差がありますので設定は１３０～１５０℃以上が望ましい。 
     また、より高温の方が、より大きい効果が得られます。 
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         実際の使用にあたっては、充分な確認試験のうえ御使用下さい。 


